
ETFかんたん入門ガイド 

1. ETFとは？ 

取引所で株式と同じように取引ができる投資信託のことで、日経平均株価などの特定の指数の動きに連動するように運用され
ています。 

2. 簡単に分散投資が可能 

3. 保有中のコストが安価 

4. リアルタイムで売買が可能 

連動を目指す指数の構成銘柄（TOPIXなら約2,000銘柄）に分散投資を行いますので、株式への投資と比べてリスクを
低減できます。日本株だけでなく外国株・リート・商品等の指数に連動する銘柄もあり、値動きの異なるETFを組み合わせる
ことによって、分散投資が実現できます。 

日経平均株価やNYダウといった、インデックス（指数）の動きに連動することを目指して運用されています。 

保有中にかかる信託報酬（※）が同種の投資信託と比較して低い傾向にあります。 
※信託報酬…投資信託の運用・管理にかかる費用で、信託財産の中から運用会社・販売会社・受託銀行へ支払われ
ます。信託報酬は、基準価額を算出する際に日々差し引かれます。 

取引所の取引時間内であれば、対象指数の動きを見ながらリアルタイムで売買が可能です。 

1. 値動きが分かりやすい 

3. ETFの種類 

東京証券取引所には200銘柄を超えるETFが上場しており、ETFを通じて様々なアセットクラスに投資することができます。 

日本株 
TOPIXや日経平均株価など、日本を代表する指数のETFや業種別ETF、東証一部や
マザーズなどの市場別に投資ができる市場別ETF、特定のテーマの日本株を集めたテー
マ別ETFがあります。 

外国株 
外国債券 

アメリカ、中国など、各国の株価指数に連動するETFのみならず、先進国・新興国といっ
たパッケージで複数の国の株式に投資するもの、また外国債券に投資するタイプのETFも
あります。 

不動産 
投資信託 
（リート） 

不動産投資信託（リート）を対象とするETFは、比較的分配金利回りが高い傾向に
あります。 

商品 
金や原油など、特定の商品の価格等に連動するよう設計されたETFです。現物の金や
プラチナへの転換が可能な銘柄もあります。 

レバレッジ・ 
インバース型 

ブル・ベア型とも呼ばれ、原指数の前日比変動率（%）の2倍、もしくは－1倍、－2倍
となるように計算された対象指数に連動するETFです。長期的に保有する場合、複利
効果により価値が低減する場合があるので注意が必要です。くわしくは東京証券取引所
HPへ。 
（http://www.jpx.co.jp/equities/products/etfs/etf-outline/04-03.html） 

株式と投資信託の双方の特性を兼ね備えた商品 2. ETFの特徴 

投資信託 
お客さまのご資金を集め、
専門家が株式や債券な
どに分散投資し、その運
用成果がそれぞれのお客
さまに還元される仕組み
の商品 

株式 
取引所に上場し、リアル
タイムで売買可能 

取引所で 取引できる 投資信託 
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株式と同様、価格が変動するリスクがあります。 
元本が保証されている商品ではありません。 1. 価格変動 

2. 売買高 

3. 価格かい離 

4. 上場廃止 

ETFには売買高の少ないものがあり、売買が成立しないリスクや 
想定外に高い（安い）値段で売買が成立するリスクがあります。 

市場価格は市場での需給バランスによって決まるため、保有している信託財産の 
時価から算出される基準価額と一時的又は継続的にかい離する可能性があります。 

上場廃止になることがあります。ただし、価値がほぼゼロになるわけではなく、その時点の 
裏付け資産の価値に基づいて繰り上げ償還されます。 

4. 一般的な投資信託・ETF・株式投資の比較 

5. ETF投資のリスク 

ETF 

いつ取引できるの？ 
取引所立会時間 

（9:00-11:30、12:30-15:00） 

証券会社などが決める時間内 
取引所立会時間 

（１日１回） 

取引の値段は？ 
市場価格 当日の基準価額 市場価格 

（リアルタイムで変動） （申込み時点では未定） （リアルタイムで変動） 

発注方法は？ 
証券会社にて 

指値・成行注文など 
特定の取扱証券会社、 

銀行などで申込 
証券会社にて 

指値・成行注文など 

どこで取引できる？ 証券会社 特定の取扱証券会社、銀行など 証券会社 

信託報酬は？ あり あり なし 

投資信託 株式 

ETFは、投資信託と株式、双方の特性を兼ね備えた商品です。相場を見ながらリアルタイムで売買することができるだけでなく、
手軽に分散投資が可能です。 

5. 信用リスク 
リンク債やOTCデリバティブ取引に投資するものがあります。 
これらについては信用リスクが存在します。 

6. ETFの情報を収集するには？ 

・ ETF銘柄一覧（コストや各銘柄の情報（右図）） 
http://www.jpx.co.jp/equities/products/etfs/issues/01.html 

 

・ ETFのリスク 
http://www.jpx.co.jp/equities/products/etfs/risk/index.html 
 

・ ETF名鑑・ガイドブック・レポートなど 
http://www.jpx.co.jp/equities/products/etfs/data/index.html 
 

東証ETF 銘柄 検索 

東証ETF リスク 検索 

東証ETF レポート 検索 

【当資料に関するご留意事項】  
■三井住友銀行の窓口では、ＥＴＦの取扱はありません。 
■お申込に関するご相談、くわしい内容については、ＥＴＦの取扱のある金融
機関窓口へお問い合わせください。 
■当資料は、情報提供を目的として、東証が作成したものです。特定の投資信
託、⽣命保険、株式、債券等の売買を推奨・勧誘するものではありません。 
■当資料の内容は作成基準日（2017年4月）現在のものであり、将来予告
なく変更されることがあります。 
 

金商法第37条3項 
金融商品取引業者等は、その行う金融商品取引業の内容について広告そ
の他これに類似するものとして内閣府令で定める行為をするときは、内閣
府令で定めるところにより、次に掲げる事項を表示しなければならない。 
 

事業者は、自己の供給する商品又は役務の取引について、次の各号のいずれか
に該当する表示をしてはならない。  
一   商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実
際のものよりも著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若
しくは類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく
優良であると示す表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的
かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められるもの  
 
二   商品又は役務の価格その他の取引条件について、実際のもの又は当該事
業者と同種若しくは類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るも
のよりも取引の相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示であつ
て、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害する
おそれがあると認められるもの  
 
三   前二号に掲げるもののほか、商品又は役務の取引に関する事項について一
般消費者に誤認されるおそれがある表示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消
費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認めて内閣総理
大臣が指定するもの  

①取扱いを行っていない金融商品のしくみを紹介する資料は、金商法37条
3項の広告規制に該当するか？該当しない場合、本資料は広告規制に該
当しない資料という認識で良いか？（一部取扱いのある投信について言及
がある） 
 
②該当しない場合は、記載内容について何に準拠し表示事項を検討すべき
か。日証協広告作成規則に準ずる？ 
 
③該当する場合、ＥＴＦ，投信、株式全てにおいて、広告物作成規則上に記
載のある法廷記載事項などを表示しなければならないか。 
 
④景表法上は懸念点なし。 
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